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がることが知られている．そのため CKD 患者に対し海外のガイドラインでは 1 日 5g 未満，









2012年 1月から 2014年 12月までに近江八幡市立総合医療センター腎臓内科に 7日間の C
KD 教育入院を受けた連続した 461 人のうち除外基準に当てはまらなかった 311 人を解析
対象とした。(入院中の体重記録に欠損値がある症例 115 例、入院前後の 24 時間尿中食塩
排泄量のデータ欠損値がある症例 30 例、入院前後の 24 時間蛋白尿量の欠損値がある症例
5 例を除外した．)．対象患者を入院直前の外来での 24 時間尿中塩分排泄量で四分位群（q
uartile [Q] 1, 1.2-5.7; Q2, 5.8-8.4; Q3, 8.5-11.3; Q4, 11.4-29.2 g/day）に分類
し，各群での入院後の体重変化量，24 時間尿中塩分排泄量の変化について検討した．24
時間尿中塩分排泄量は入院初日から 2 日目，2 日目から 3 日目にかけて測定した．入院後
4 日目で 1kg 以上の体重減少を来たした患者を体重減少ありと定義し，関連する因子につ
いて多変量ロジスティック分析を行った．対象患者は入院期間中，塩分 5 g/day の減塩食
を提供された． 
結果 
対象患者全体での体重減少量の中央値は入院後 4 日目で 0.7 kg（最大 4.7 kg），7 日目で
1.0 kg（最大 5.9 kg）であった．入院後 4 日目での体重減少量は Q１群（中央値 0.3 kg）
と比較し，Q3，Q4 群（中央値でそれぞれ 0.9 kg 及び 0.95 kg）で有意に大きかった（p 値
はそれぞれ 0.018 及び 0.004）．入院 2 日目から 3 日目にかけての 24 時間尿中塩分排泄量
が 6g 以上の割合は Q1 群でわずか 4.2％であったのに対し，Q4 群では 34.1％であった．入
院後 4 日目で 1kg 以上の体重減少に関する多変量ロジスティック回帰分析では，BMI，入院
1 日目の尿中食塩排泄量が有意な関連を示した． 
結論 
食塩摂取量の多い CKD 患者は入院後数日で大幅顕著な体重減少と尿蛋白減少をきたし，体
液量低下によることが示唆された．体重減少の予測には，BMI と入院初日の尿中食塩排泄
量が有用である可能性がある。 
